
 

 

 

 

事業報告 
令和４年度福岡教育事務所管内「子どもの読書習慣形成・定着支援事業 

～読書活動応援隊スキルアップセミナー～」 

期 日 令和４年６月１７日（金） １３：３０～１５：５０（受付１３：１５～） 

参加者 ６４名（オンライン参加） 

日 程 

時  間 内      容 

１３：１５ 

１３：３０ 

１３：３５ 

 

 

 

 

１３：５５ 

 

 

 

１５：２５ 

 

１５：４５ 

 

１５：５０ 

【受   付】 

【 開会行事 】 

【説   明】「子どもが読書をするきっかけづくり」 

 福岡教育事務所 社会教育室  

社会教育主事       吉川 しのぶ 

【講   話】「子どもの心に詩と本をとどける  

笑顔と言葉を育てよう」       

岩辺 泰吏 氏 

【質疑・応答】 

【閉   会】 

 

活動の実際 【実践発表】 

 岩辺泰吏氏に、「子どもの心に詩と本をとどける笑顔と言葉を育てよう」

と題して、講話をしていただきました。岩辺氏は、明治学院大学心理学部教

育発達学科教授、読書のアニマシオン研究会の代表も務められました。日本

において、読書のアニマシオンを始められ、アニマシオンの素晴らしさを広

めてこられた方の一人です。 

前半では、最初に子どもが本を読みたくなる工夫についてお話いただきま

した。特に大切なこととして「まずは、大人から始めましょう。」とわたし

たち大人が読書をし、その姿勢を子どもたちが見て読書のよさを感じること

ができるようにすることについてお話されていました。 

 次に、アニマシオンの具体例として２つ紹介されました。１つは、「まい

ごをさがして」というアニマシオンで、図書館の本から抜け出した「まいご」



 

 

 

たちをそれぞれの本に戻すというゲームです。１０冊程度の本を用意し、挿

絵や文章の一部分を紹介し、本のタイトルを当てます。提示した本すべてに

共通点があるようにし、読んでみたいという気持ちになれるようにします。

今回は、猫が必ず登場する本を紹介されていました。２つは、「どの本、読

もうかな？」というアニマシオンです。まず、グループごとにタイトルとカ

バーから得られる情報で物語を予想し、紹介したい本を選びます。（どのグ

ループも選ぶ活動ができるようにグループの数＋２冊、選べる本を準備しま

す。）その後、本のタイトルやカバーから予想した物語を書いて発表します。

（必ず根拠を示して話します。）全体で確認をしたのち、希望者に本を貸し

出すようにし、日常の読書活動につなげていきます。 

「アニマシオンとは、楽しいひとときをつくり、文化・スポーツ等にいざ

なう、参加型の社会文化活動」と岩辺氏は、話されていました。 

後半では、岩辺氏の著書「まどさんの詩で時間割」をもとにお話をされま

した。まどみちおさんが大切にされてきた詩のもつ「リズム」について具体

的に作品を通してお話されました。子どもといっしょに詩を楽しむことにつ

いてお話いただきました。 

質疑・応答では、高学年から中学生期の子どもを物語に誘うためにはとい

う質問に対して、高学年向けのアニマシオンを紹介してくださいました。 

 参加者のアンケートでは、「本を好きになるきっかけは１つではなく、い

ろんな手法があることがわかった。」「不読者を本好きにしなくてはいけな

いと思わなくていいとわかりました。今、本が好きな子を大切に、そし

て、そうでない子には少し興味をもってくれたらいいなくらいのスタンス

で仕事をしようと思います。」など、講話が今後の取組の参考になったとい

う感想が多くありました。 

全体を 

とおして 

ア  参加者のアンケートでは、「まずは、大人たちが楽しく本を読む姿を見せ

ることが必要だと感じました。1人でもいいので、少しずつでも本に興味を

もってもらうことが大切だと考えました。」という回答があり、それぞれの

参加者が今後の取組のヒントを得ることができたのではないかと考えま

す。福岡教育事務所社会教育室といたしましても、この研修会で学んで終わ

りではなく、参加者が学んだことを一つでも実践していただけるように引

き続き支援を行っていきたいと思います。 

 

【岩辺氏による講話の様子】 


